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ある｡調査時期は長崎が2004年 7月,ドイツが2003年 7月である｡ ドイツの場合,州は異
*長崎大学教育学部



































ヒトケY/ムMenschlicheGene エントロピbit反応語種数 カテゴリ《しらない》■humangene 1人あたり号五ロ｡ 総語数に占める割%
日本の高校生 5_80 1.13 .65ー5
研究室訪問後の日本の高校生 5.22 1.55 4_0
ト●イツの高校生 6.44 2.13 1.7
日本の大学生 6.52 1.92 ll.4





















ノム)は ドイツの高校生に何より ｢遺伝｣(40.0%),具体的には ｢外見｣(13.3%)に関
わることを思い起こさせる｡また ｢クローン｣技術研究に対するドイツでの厳しい規制,
長崎大学教育学部紀要 一 教育科学 一 第68号










カテゴリ 反応語 反応語数 被験者数比
知 Vererbung遺伝 24 40.0%
知 Klonenクローン 10 16.7%
知 Aussehen外見 8 13.3%
知 DNA 6 10.0%
知 Krankheken病気 6 10.0%
しらない 無回答 4 6.7%
知 Chromosom染色体 4 6.7%
知 Forschung研究 4 6.7%
知 Genmanipulation遺伝子操作 4 6.7%
知 Gentechnikゲノム技術 4 6_7%
知 gross背の高い 4 6.7%
知 klein背の低い 4 6.7%
知 Wissenschaft科学 4 6.7%
他 Versuche探求 3 5_0%
知 Biologie生物学 3 5.0%
知 dick太った 3 5.0%
知 duennやせた 3 ■5.0%
知 Genetik遺伝学 3 5.0%
知 Ohren耳 3 5.0%
知 Augen眼 2 3.3%
知 Augenfarben眼の色 2 3.3%
知 B山t血 2 3.3%
知 DNS 2 3.3%
知 einzigartig唯一の 2 3.3%
知 Fortschrit進歩 2 3.3%
知 Genforschungゲノム研究 2 3.3%
知 Haare髪 2 3_3%
知 kompliziert複雑な 2 3.3%
知 Labor実験室 2 3_3%
知 Manipulation操作 2 3_3%
知 Medizin医学 2 3_3%
知 Mutter母 2 3.3%
知 Nase鼻 2 3.3%
知 Operation手術 2 3_3%
知 Unterschiede違い 2 3.3%
知 Vater父 2 3_3%
知 vererbbar遺伝性の 2 3_3%
知 Vererben遺伝させる 2 3.3%



















































































































































































































































































































































上蘭 :長崎 とドイツの高校生のヒ トゲノムに関する意識比較










カテゴリ 反応語 反応語数 被験者数比
知 Menschen人間 32 53.3%
知 Entwicklung発達 22 36.7%
知 Tiere動物 ー4 23.3%
知 Affenサル 11 18.3%
しらない 無回答 10 16.7%
知 Dinosaurierデイノサウルス 8 13.3%
知 Geschichte歴史 5 8.3%
知 Fortschritt進歩 4 6.7%
知 wasser水 4 6.7%
知 Wek世界 4 6.7%
知 Fische魚 3 5.0%
知 Verbesserung改良 3 5.0%
しらない ? 2 3.3%
他 Erde大地 2 3.3%
他 Erfindungen発明 2 3.3%
他 Film映画 2 3.3%
他 Laender州 2 3.3%
他 Technik技術 2 3.3%
他 Urknalビッグバン 2 3.3%
他 weiterbitdung継続教育 2 3.3%
他 zeit時代 2 3.3%
他 Leben生命 2 3.3%
知 Darwinダーウィン 2 3.3%
知 Einzele｢単細胞生物 ' 2 3.3%
知 Feuer火 2 3.3%
知 lnsekten昆虫 2 3.3%
知 一angeZeit長い時間 2 3.3%
知 Natur自然 2 3.3%
知 Pflanzen植物 2 3.3%
知 steinzeit石器時代 2 3.3%































(反応者数比12.4%),｢進む｣と ｢科学｣が10.1%で 1割を超えている｡｢未来｣や ｢進
表 4 (進化)による各種反応
進化 エントロピ 1人あたり反応語種 1人あたり反応語数 カテゴリ《知》の割合
bit 壬五E)ロ 手玉Plコ 反応語数比 %
日本の高校生 6.22 1.59 3.22 47.3
研究室訪問後の日本の高校生 5.39 1.66 3.32 65.1
ドイツ高校生 5.75 1.75 3_87 69.8
日本の大学生 6.31 1.72 4.60 60.9
ドイツ大学生 6.37 2.19 5.38 83.3







長崎の高校生の (進化)において,｢ポケモン｣を除 くと 《他≫に属する反応語で ｢動
物｣(13.2%)が ｢生物｣(13.2%)と並んで多かったように,くヒトゲノム)においても
長崎の高校 1年生で 《他》に属する反応語では ｢動物｣(3.9%)が最も多く,ゲノム研究











































































































































































応語に ｢長崎大学｣が出現している｡ ドイツの高校生について高校 1年生相当という









4)連想マップにおいて刺激語を く )で,反応語を ｢ ｣で,反応語を分類したカテゴ
リを 《 ≫で示した｡連想マップについては以下の文献を参照 :糸山景大,藤木卓,
金崎良一,椿山健一,情報論的手法を用いた教科教育学の研究と実践 (その 1)一 教
科教育学研究のモデル化と授業設計理論-,平成 7年度日本教育大学協会研究集会
発表論文+全体討議,平成 7年10月,13-16頁｡糸山景大,藤木卓,金崎良一,椿山
健一,情報論的手法を用いた教科教育学の研究と実践 (その2)- 授業により獲得
された概念の連想調査による表現-,平成 7年度日本教育大学協会研究集会 発表
論文+全体討議,平成 7年10月,17-20頁｡上蘭恒太郎,連想調査による道徳授業評
価,道徳と教育No.294.295,1997,47-59頁｡上薗恒太郎ほか,連想調査でおこな
う道徳授業評価の実例,道徳教育方法研究第 3号,1997年12月,pp.66-810
